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基研 山 田 耕 作
1. はじめに
鉄中の 〟+の拡散は以前,藤井 ･植村 1)によってKagan･Klinger達2)の密度行列の方法を用い
て議論された｡その時は〟十の電荷を遮蔽する伝導電子の役割には大きな注意をはらわれなかっ
た｡最近,低温でのF了の拡散の実験が進歩し,銅やアルミニウム中でいわゆるCoherentDiffusion
と呼ばれる温度の低下と共に速く拡散する事実が明らかにされた3.)10Kから0.1K位までの低
温で〟+の拡散を支配するものとして,金属の格子振動 との相互作用を考えると実験で観測さ
れるT-α(0<α<1)というゆるやかな温度変化を説明できない｡p+と相互作用をする他のも
のとしては金属中の電子以外に考えられない予5)そこで,上記の密度行列を用いた議論に伝導
電子の効果を含めて食属中の〟+の拡散を議論したい｡
2.電子との相互作用も含めた密度行列の方法による〟+の拡散
電子と格子を含めた断熱ポテンシャルUoの谷 (銅やアルミニウムのような面心立方の金属中
では正八面体位置 )の間を〟+はトンネル効果によって移動すると考える｡
(K+Uo)ln>-en,In>+J｡∑In+g>,0 (1)
Kは運動エネルギーで,ln>はnという格子点にあるp+の波動関数,I.Qま他の格子点にトン
ネルする行列要素とする｡この時,低温では〟+は格子のひずみと伝導電子の雲を伴って移動
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